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14. 	 AIを伴なう上行大動脈癌 (ann川oaorticectasia)の 
Bentall法による 2治験例
中村常太郎，瀬崎登宏、彰，佐藤展将
(県立鶴舞・外科)
大動脈弁輪を含めて上行大動脈の異常拡張をきたした
疾患，いわゆる annulo・aorticectasiaの2例に対し， 
Bentaleの術式，すなわち人工血管と人工弁を先に en-
blocとしておき置換する方法で手術をおこなった。第
一例は既に下行大動脈の解離性大動脈癌に対し 6年前に
人工血管置換をおこなっている Marfan症候群を伴な
う症例で (35才♀)Cysticmedial necrosisの像が認め
られた。第二例 (35才合)は梅毒性大動脈炎によるもの
であった。 2例とも術後経過は順調である。 
15. 	 Clostridium buty巾 um州 yairi経口投与による腸内
細菌叢の変動
有田正明，山口	 豊(千大・肺研外科)
小林章男(千大・中検)
抗生物質投与例 14例について腸内細菌叢の変動によ
る消化器症状を観察し，それらの症例の糞便細菌検査を
行ないつつ酪酸菌製剤を投与した結果，全例で製剤投与
後糞便中に酪酸菌を認め，酪酸菌製剤投与前に増加を示
したクレブシェラ，カンジダ，プロテウスなどの細菌
が，投与後有意に減少し，乳酸菌，大腸菌の増加がみら
れ酪酸菌製剤の有効性が推察できたので報告した。 
16. 縦隔腫蕩の 2f91j 
0諸橋芳夫，中村和之， (旭中央・内科)
われわれは最近，縦隔腫虜の 2例について千大肺研式
穿刺針がその診断偉力を発揮した 2症例を経験したので
報告する。
症倒 lは29才の男子，左前縦隔に原発した 16x12X 
15 Cm 1700 g の巨大な， yolk sac tumorで AFPを
産生していた。皐丸は萎縮しており，術後 1カ月半にて
死亡した。症例 2は 17才の女性で右前縦隔に発生した 
7X5X8 cmの類皮嚢胞で摘出術後全く健康に過してい
る。 
17. 	 Sturge-weber病の 1例
太田重二郎(松戸市立・内科〉
症例， 26才，女，生後右前額部に母斑あり，妊娠 3カ
月目糖尿病指摘，脳波で右側に徐波多く，頭蓋骨は右側
常陸部に骨非薄と扇平化を認めた。入院中拍動性頭痛・
幅吐あり，左上下肢・左顔面を中心とする Jackson型
痘撃発作・左顔面神経麻庫・左同名半盲・左半身運動麻
庫を示す。右連続脳血管写で頭頂・側頭部に Capillary-
blushと Galen大脳静脈の早期出現あり，上矢状洞と
表在脳静脈の出現なく， Subependymalに放射状に向う
無数の MedullaryVeinの著明な発達を認めた。 
18. 	 中央鉄道病院における非癌性肺腫蕩について
室田欣宏，大塚俊通，長田	 浩
(中央鉄道病院・胸部外科)
昭和 34年より 50年までにわれわれの施設でとり扱っ
た原発性肺腫療は 157例である。そのうちの 15例が非
癌症例で，それは細網肉腫 l例，血管肉腫 l例，過誤腫 
4例，神経線維腫 1例， 軟骨腫4例，カノレチノイド 6例
であった。全例に手術を行ない，肉腫の 2例を除き他の
全倒は生存中である。これら症例について臨床的検討を
行なったが，とくに現在臨床的にも組織的にも興味の持
たれているカルチノイドについて文献的考察も含めて報
告した。
